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ば 150 at，の噴射圧)]で 35at， 500ロ C の空気中に噴射した 100μφ の波滴が噴射後 5 ms で着火し
























第 2 ， 3 , 4 章では波滴燃焼に関する基礎研究を対象としている。
Bf~ 2 主主は気流 ~IJ における燃料液消の定常燃焼に関する研究で，直径2.5 ないし 10 mm の多孔質球
を気流 11' に置き，その表面から燃料をしみ出し燃焼させ，温度(常温から 600 0 C まで) ，圧力 (0.4










第 5 ， 6$においては，上記の基礎研究によって得られた液滴燃焼の実験式を用いて燃焼室内へ噴
射された波滴の運動と燃焼過程を説明づけようとしている。














きることを示している o もとより， 乙の論文で扱った理論と実験は多分に理想化された条件下のも
のではあるが，従来，憶測の域を出なかった燃焼室内での液滴の挙動が種々の面において明らかにさ
れ， しかも液滴の最大飛行距離の算出法に有力な示唆を与えたことは単室直接噴射機関の気筒直径決
定法に大きなよりどころを与えるものと考えられる。また，従来全く資料のなかった高温高圧気流中
での液滴燃焼の実験を行なって理論的に根拠のある実験式を作ったD そして高圧下では，液滴と空気
との相対速度がたとえわずかであっても，燃焼寿命は著しく短縮されるという事実を明らかにした。
すなわちエンジンの高速化には強い気流を与える必要があり，その作用は単に既燃ガスの除去だけに
止まらない乙とを示している。
以上の諸点から見て，この研究は燃焼工学ならびに内燃機関工学に寄与するところが大きい，よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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